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受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、「キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンド
Ａコース／Ｂコース／Ｃコース／Ｄコース」は、2023年12
月20日に決算を行ないました。ファンドはエマージング
市場の株式、債券等を実質的な主要投資対象とし、リ
スク低減を図りつつ、信託財産の中長期的な成長を目
指すことを目的としており、期中につきましてもそれに
沿った運用を行ないました。ここに、期中の運用状況を
ご報告申し上げます。今後とも一層のお引き立てを賜
りますよう、お願い申し上げます。
ファンドの名称は、略称で表示しています。略称等につ
きましては次ページをご覧ください。

Ａ
コ
ー
ス

第21期末 第21期
（2023年12月20日） （2023年６月21日〜2023年12月20日）

基準価額 8,867円 騰落率 △0.4％
純資産総額 300百万円 分配金合計 0円

Ｂ
コ
ー
ス

第21期末 第21期
（2023年12月20日） （2023年６月21日〜2023年12月20日）

基準価額 15,738円 騰落率 4.1％
純資産総額 1,140百万円 分配金合計 0円

Ｃ
コ
ー
ス

第123期末 第118期〜第123期
（2023年12月20日） （2023年６月21日〜2023年12月20日）

基準価額 7,665円 騰落率 △0.4％
純資産総額 11百万円 分配金合計 60円

Ｄ
コ
ー
ス

第123期末 第118期〜第123期
（2023年12月20日） （2023年６月21日〜2023年12月20日）

基準価額 10,829円 騰落率 4.1％
純資産総額 270百万円 分配金合計 110円

（注）�基準価額および分配金合計（税引前）は１万口当たり、騰落率は
分配金再投資基準価額（税引前の分配金が分配時に再投資され
たものとみなして計算した基準価額）の騰落率で表示しています。

交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のうち重要
なものを記載した書面です。その他の内容については、運用
報告書（全体版）に記載しております。
ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体版）に記
載すべき事項を電磁的方法によりご提供する旨を定めておりま
す。運用報告書（全体版）は、次の閲覧方法でご覧いただけま
す。また、運用報告書（全体版）は、受益者のご請求により交
付されます。交付をご請求される方は、販売会社までお問い
合わせください。
＜閲覧方法＞
本ページに表示するＵＲＬにアクセス→「ファンド一覧」等から
ファンドの名称を選択→「運用報告書（全体版）」を選択
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本運用報告書におけるファンドの名称について 

ファンドの名称は表に記載の正式名称または略称等で記載する場合があります。 
 

 正式名称 略称  

 キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンドAコース(年２回決算／米ドル売り円買い) 「Aコース」  

 キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンドBコース(年２回決算／為替ヘッジなし) 「Bコース」  

 キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンドCコース(毎月分配／米ドル売り円買い) 「Cコース」  

 キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンドDコース(毎月分配／為替ヘッジなし) 「Dコース」  

 
また、上記ファンドを総称して「キャピタル・エマージング・ストラテジー・ファンドAコース／Bコース／Cコース／Dコース」、 

各々を｢ファンド｣または｢コース｣という場合があります。 
 

 正式名称 略称  

 キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米ドル売り円買い) ｢A／Cマザーファンド｣  

 キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(為替ヘッジなし) ｢B／Dマザーファンド｣  

 また、上記ファンドを総称して｢マザーファンド｣、各々を｢マザーファンド｣という場合があります。  

 正式名称 略称  

 キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY) ｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣  

 キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdm） ｢ETOP(クラスCdm)｣  

 日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) ｢日本短期債券ファンド｣  

 また、上記ファンドを総称して｢投資対象ファンド｣という場合があります。  
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運用経過の説明 
●基準価額等の推移および基準価額の主な変動要因 

｢Aコース｣ 

  
第21期首 ：8,901円 

第21期末 ：8,867円(既払分配金：０円) 

騰落率 ：－0.4％(分配金再投資ベース) 

 

 

基準価額の主な変動要因は、｢Aコース｣のマザーファ

ンドである｢A／Cマザーファンド｣の基準価額の変動に

よるものですが、実質的には、同マザーファンドを通じ

て投資する｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣の主な投資対象

であるエマージング市場の株式、債券等の価格変動

の影響となります。なお、当(作成)期中におけるエマー

ジング市場の株式、債券等の価格は、後記の投資環

境の影響等を受けて変動しました。 

 

｢Bコース｣ 

  
第21期首 ：15,120円 

第21期末 ：15,738円(既払分配金：０円) 

騰落率 ：4.1％(分配金再投資ベース) 

 

基準価額の主な変動要因は、｢Bコース｣のマザーファ

ンドである｢B／Dマザーファンド｣の基準価額の変動に

よるものですが、実質的には、同マザーファンドを通じ

て投資する｢ETOP(クラスCdm)｣の主な投資対象である

エマージング市場の株式、債券等の価格変動の影響

となります。なお、当(作成)期中におけるエマージング

市場の株式、債券等の価格は、後記の投資環境の影

響等を受けて変動しました。 

 
＊ ファンドは、ベンチマークを特定しておりません。従って、ベンチマークを表示できません。 
＊ 分配金再投資基準価額は、当(作成)期首の基準価額に合わせて指数化しています。 
＊ 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税引前)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。   
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｢Cコース｣ 

  
第118期首 ：7,756円 

第123期末 ：7,665円(既払分配金：60円) 

騰落率 ：－0.4％(分配金再投資ベース) 

 

 

基準価額の主な変動要因は、｢Cコース｣のマザーファ

ンドである｢A／Cマザーファンド｣の基準価額の変動に

よるものですが、実質的には、同マザーファンドを通じ

て投資する｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣の主な投資対象

であるエマージング市場の株式、債券等の価格変動

の影響となります。なお、当(作成)期中におけるエマー

ジング市場の株式、債券等の価格は、後記の投資環

境の影響等を受けて変動しました。 

 

｢Dコース｣ 

  
第118期首 ：10,509円 

第123期末 ：10,829円(既払分配金：110円) 

騰落率 ：4.1％(分配金再投資ベース) 

 

基準価額の主な変動要因は、｢Dコース｣のマザーファ

ンドである｢B／Dマザーファンド｣の基準価額の変動に

よるものですが、実質的には、同マザーファンドを通じ

て投資する｢ETOP(クラスCdm)｣の主な投資対象である

エマージング市場の株式、債券等の価格変動の影響

となります。なお、当(作成)期中におけるエマージング

市場の株式、債券等の価格は、後記の投資環境の影

響等を受けて変動しました。 

 

 

 
＊ ファンドは、ベンチマークを特定しておりません。従って、ベンチマークを表示できません。 
＊ 分配金再投資基準価額は、当(作成)期首の基準価額に合わせて指数化しています。 
＊ 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税引前)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
  

0

2

4

6

8

10

12

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

(円) （億円）

純資産総額(右軸)
基準価額(左軸)
分配金再投資基準価額(左軸)

0

2

4

6

8

10

12

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

(円) （億円）

純資産総額(右軸)
基準価額(左軸)
分配金再投資基準価額(左軸)

第121期末 
(2023.10.20) 

第123期末 
(2023.12.20) 

第118期末 
(2023.7.20) 

第119期末 
(2023.8.21) 

第118期首 
(2023.6.20) 

第120期末 
(2023.9.20) 

第122期末 
(2023.11.20) 

第121期末 
(2023.10.20) 

第118期末 
(2023.7.20) 

第123期末 
(2023.12.20) 

第119期末 
(2023.8.21) 

第118期首 
(2023.6.20) 

第120期末 
(2023.9.20) 

第122期末 
(2023.11.20) 



 
 

Filename： 02_【交付】w16_エマスト_2312（本文） 

LastSave:1/15/2024 10:06:00 AM LastPrint：1/15/2024 10:07:00 AM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ ：上下48.52 左右13.99) 

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

－ 3 － 

●１万口当たり費用明細 

｢Aコース｣ 

項目 

第21期 

項目の概要 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

金額 比率 

(a) 信託報酬 78円 0.894％ (a) 信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

期中の平均基準価額は8,693円です。 

(投信会社) (41) (0.468) 委託した資金の運用の対価 

(販売会社) (36) (0.412) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の

情報提供等の対価 

(受託会社) (1) (0.014) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) その他費用 2 0.025 (b) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権口数〕 

(法定開示にかかる費用) (2) (0.025) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、法定書類の作成・印刷等費用 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 80 0.919  

(注１) 当(作成)期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算
出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、このファンドに対応するもの
を含みます。 

(注２) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注３) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
(注４) 各項目の費用は、ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません(マザーファンドを除く)。 

 

｢Bコース｣ 

項目 

第21期 

項目の概要 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

金額 比率 

(a) 信託報酬 138円 0.894％ (a) 信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

期中の平均基準価額は15,440円です。 

(投信会社) (72) (0.468) 委託した資金の運用の対価 

(販売会社) (64) (0.413) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の

情報提供等の対価 

(受託会社) (2) (0.014) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) その他費用 4 0.025 (b) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権口数〕 

(法定開示にかかる費用) (4) (0.025) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、法定書類の作成・印刷等費用 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 142 0.919  

(注１) 当(作成)期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算
出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、このファンドに対応するもの
を含みます。 

(注２) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

(注３) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

(注４) 各項目の費用は、ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません(マザーファンドを除く)。   
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｢Cコース｣ 

項目 

第118期～第123期 

項目の概要 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

金額 比率 

(a) 信託報酬 67円 0.894％ (a) 信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

期中の平均基準価額は7,550円です。 

(投信会社) (35) (0.468) 委託した資金の運用の対価 

(販売会社) (31) (0.412) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の

情報提供等の対価 

(受託会社) (1) (0.014) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) その他費用 2 0.024 (b) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権口数〕 

(法定開示にかかる費用) (2) (0.024) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、法定書類の作成・印刷等費用 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 69 0.918  

(注１) 当(作成)期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算
出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、このファンドに対応するもの
を含みます。 

(注２) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

(注３) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

(注４) 各項目の費用は、ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません(マザーファンドを除く)。 

 

｢Dコース｣ 

項目 

第118期～第123期 

項目の概要 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

金額 比率 

(a) 信託報酬 96円 0.894％ (a) 信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

期中の平均基準価額は10,692円です。 

(投信会社) (50) (0.467) 委託した資金の運用の対価 

(販売会社) (44) (0.412) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の

情報提供等の対価 

(受託会社) (1) (0.014) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) その他費用 3 0.025 (b) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権口数〕 

(法定開示にかかる費用) (3) (0.025) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、法定書類の作成・印刷等費用 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 99 0.919  

(注１) 当(作成)期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算
出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、このファンドに対応するもの
を含みます。 

(注２) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

(注３) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

(注４) 各項目の費用は、ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません(マザーファンドを除く)。 
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(参考情報) 

・総経費率｢Aコース｣ 
 

 
 

総経費率(①＋②＋③) 1.98％ 

①当ファンドの費用の比率 1.83％ 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00％ 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.15％ 

(注１)  ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

(注２) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

(注３)  各比率は、年率換算した値です。 

(注４) 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券(マザーファンドを除く。)です。 

(注５)  ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

(注６) ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なります。 

(注７) 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 

(注８) 投資先ファンドの運用管理費用以外の費用には、外国ファンドにおけるカストディーフィー等のファンド管理費用が含まれています。 
 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取
引税を除く。)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(１口当たり)を乗じた数で除した総経費率
(年率)は1.98％です。   

運用管理費用(販売会社) 

0.82％ 

その他費用 

0.05％ 

運用管理費用(投信会社) 

0.93％ 

運用管理費用以外 

0.15％ 

当ファンド 

1.83％ 

総経費率 

1.98％ 

運用管理費用 

0.00％ 

運用管理費用(受託会社) 
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(参考情報) 

・総経費率｢Bコース｣ 
 

 
 

総経費率(①＋②＋③) 1.98％ 

①当ファンドの費用の比率 1.83％ 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00％ 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.15％ 

(注１)  ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

(注２) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

(注３)  各比率は、年率換算した値です。 

(注４) 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券(マザーファンドを除く。)です。 

(注５)  ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

(注６) ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なります。 

(注７) 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 

(注８) 投資先ファンドの運用管理費用以外の費用には、外国ファンドにおけるカストディーフィー等のファンド管理費用が含まれています。 
 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取
引税を除く。)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(１口当たり)を乗じた数で除した総経費率
(年率)は1.98％です。   

運用管理費用(受託会社) 

0.03％ 

 

運用管理費用(販売会社) 

0.82％ 

その他費用 

0.05％ 

運用管理費用(投信会社) 

0.93％ 

運用管理費用以外 

0.15％ 
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1.83％ 

総経費率 

1.98％ 

運用管理費用 
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(参考情報) 

・総経費率｢Cコース｣ 
 

 
 

総経費率(①＋②＋③) 1.98％ 

①当ファンドの費用の比率 1.83％ 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00％ 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.15％ 

(注１)  ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

(注２) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

(注３)  各比率は、年率換算した値です。 

(注４) 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券(マザーファンドを除く。)です。 

(注５)  ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

(注６) ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なります。 

(注７) 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 

(注８) 投資先ファンドの運用管理費用以外の費用には、外国ファンドにおけるカストディーフィー等のファンド管理費用が含まれています。 
 

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証
券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は1.98％です。   

運用管理費用(受託会社) 

0.03％ 

 

運用管理費用(販売会社) 
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(参考情報) 

・総経費率｢Dコース｣ 
 

 
 

総経費率(①＋②＋③) 1.98％ 

①当ファンドの費用の比率 1.83％ 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00％ 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.15％ 

(注１)  ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

(注２) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

(注３)  各比率は、年率換算した値です。 

(注４) 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券(マザーファンドを除く。)です。 

(注５)  ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

(注６) ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なります。 

(注７) 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 

(注８) 投資先ファンドの運用管理費用以外の費用には、外国ファンドにおけるカストディーフィー等のファンド管理費用が含まれています。 
 

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証
券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は1.98％です。   

運用管理費用(受託会社) 
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運用管理費用(販売会社) 
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● 近５年間の基準価額等の推移 

｢Aコース｣ 

  

 
2018年12月20日 

期初 

2019年12月20日 

決算日 

2020年12月21日 

決算日 

2021年12月20日 

決算日 

2022年12月20日 

決算日 

2023年12月20日 

決算日 

基準価額 (円) 8,647 9,614 10,378 10,319 8,531 8,867 

期間分配金合計(税込み) (円) － 0 0 0 0 0 

分配金再投資基準価額騰落率 (％) － 11.2 7.9 △0.6 △17.3 3.9 

純資産総額 (百万円) 278 305 297 286 255 300 
 
｢Bコース｣ 

  

 
2018年12月20日 

期初 

2019年12月20日 

決算日 

2020年12月21日 

決算日 

2021年12月20日 

決算日 

2022年12月20日 

決算日 

2023年12月20日 

決算日 

基準価額 (円) 10,598 11,763 12,161 13,363 13,620 15,738 

期間分配金合計(税込み) (円) － 0 0 0 0 0 

分配金再投資基準価額騰落率 (％) － 11.0 3.4 9.9 1.9 15.6 

純資産総額 (百万円) 1,603 1,437 1,042 1,030 997 1,140 

＊ グラフの分配金再投資基準価額は、2018年12月20日の基準価額に合わせて指数化しています。 
＊ 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税引前)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
＊ ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しない

ため、ベンチマークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 
＊ 純資産総額の単位未満は切捨てて表示しています。  
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｢Cコース｣ 

  

 
2018年12月20日 

期初 

2019年12月20日 

決算日 

2020年12月21日 

決算日 

2021年12月20日 

決算日 

2022年12月20日 

決算日 

2023年12月20日 

決算日 

基準価額 (円) 8,040 8,809 9,371 9,195 7,493 7,665 

期間分配金合計(税込み) (円) － 120 120 120 120 120 

分配金再投資基準価額騰落率 (％) － 11.1 7.9 △0.6 △17.2 3.9 

純資産総額 (百万円) 11 12 9 8 9 11 

 

｢Dコース｣ 

  

 
2018年12月20日 

期初 

2019年12月20日 

決算日 

2020年12月21日 

決算日 

2021年12月20日 

決算日 

2022年12月20日 

決算日 

2023年12月20日 

決算日 

基準価額 (円) 7,842 8,569 8,725 9,466 9,526 10,829 

期間分配金合計(税込み) (円) － 120 120 120 120 170 

分配金再投資基準価額騰落率 (％) － 10.9 3.4 9.9 1.9 15.6 

純資産総額 (百万円) 1,086 660 500 291 272 270 

＊ グラフの分配金再投資基準価額は、2018年12月20日の基準価額に合わせて指数化しています。 
＊ 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税引前)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
＊ ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しない

ため、ベンチマークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考指数を表示できません。 
＊ 純資産総額の単位未満は切捨てて表示しています。   
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●投資環境 

＜｢Aコース｣、｢Bコース｣、｢Cコース｣、｢Dコース｣＞ 
＜エマージング株式＞ 

当(作成)期のエマージング株式市場は現地通貨ベース、米ドルベースともに上昇しました。 
 
主な市場変動要因 
(プラス要因) 
・ インフレ鎮静化の兆しを受けて米国の利上げペース鈍化への期待が高まったこと 
・ 米長期金利の上昇が一服したこと 
・ 米国で早期に利下げが実施されるとの観測が広がったこと 
 
(マイナス要因) 
・ ハイテク分野の規制強化により、米中関係の悪化が懸念されたこと 
・ 金融引き締めの長期化観測を反映して米長期金利が上昇したこと 
・ 中東情勢の緊迫化を背景にリスク回避の動きが強まったこと 
 
＜エマージング債券＞ 

当(作成)期の米ドル建てエマージング債券市場は上昇しました。また、現地通貨建てエマージング債券も現地
通貨ベース、米ドルベースともに上昇しました。 
 
主な市場変動要因 
(プラス要因) 
・ インフレ鎮静化の兆しを受けて米国の利上げペース鈍化への期待が高まったこと 
・ 米長期金利の上昇が一服したこと 
・ 米国で早期に利下げが実施されるとの観測が広がったこと 
 
(マイナス要因) 
・ ハイテク分野の規制強化により、米中関係の悪化が懸念されたこと 
・ 金融引き締めの長期化観測を反映して米長期金利が上昇したこと 
・ 中東情勢の緊迫化を背景にリスク回避の動きが強まったこと 
 
＜エマージング通貨＞ 
・ 当(作成)期のエマージング通貨はコロンビアやポーランドなど一部は米ドルに対して上昇したものの、アルゼン

チンやトルコをはじめ多くが下落しました。 
 
主な市場変動要因 
(エマージング通貨の上昇要因) 
・ 米長期金利の上昇が一服したこと 
・ 米国の利上げ局面が終了したとの観測が広がり、リスク選好の動きが優勢となったこと 
 
(エマージング通貨の下落要因) 
・ 金融引き締めの長期化観測を反映して米長期金利が上昇したこと 
・ 中東情勢の緊迫化を背景にリスク回避の動きが強まったこと   
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＜｢Bコース｣、｢Dコース｣＞ 

為替 

当(作成)期の為替市場では円に対して米ドル、ユーロともに上昇(円安)しました。 

 

主な市場変動要因 

(円高要因) 

・ 主要国の積極的な金融引き締めを受けて景気減速への警戒感が強まったこと 

・ 日銀が金融政策を一部修正したこと 

 

(円安要因) 

・ 金融引き締めの長期化観測を反映して米長期金利が上昇したこと 

・ 日銀が金融緩和を継続するとの観測が広がったこと 

 

●当該投資信託のポートフォリオ 

＜｢Aコース｣＞ 

・ ｢A／Cマザーファンド｣を通じて｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣を高位に組み入れ、実質的にエマージング市場の株

式、債券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないま

した。 

・ 当(作成)期末における当ファンドの純資産総額に対するマザーファンドの割合は99.1％となりました。 

 

＜｢Bコース｣＞ 

・ ｢B／Dマザーファンド｣を通じて｢ETOP(クラスCdm)｣を高位に組み入れ、実質的にエマージング市場の株式、債

券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。 

・ 当(作成)期末における当ファンドの純資産総額に対するマザーファンドの割合は99.9％となりました。 

 

＜｢Cコース｣＞ 

・ ｢A／Cマザーファンド｣を通じて｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣を高位に組み入れ、実質的にエマージング市場の株

式、債券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないま

した。 

・ 当(作成)期末における当ファンドの純資産総額に対するマザーファンドの割合は99.8％となりました。 

 

＜｢Dコース｣＞ 

・ ｢B／Dマザーファンド｣を通じて｢ETOP(クラスCdm)｣を高位に組み入れ、実質的にエマージング市場の株式、債

券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。 

・ 当(作成)期末における当ファンドの純資産総額に対するマザーファンドの割合は100.0％となりました。   
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以下は、｢Aコース｣、｢Cコース｣が主要投資対象とするマザーファンドの説明です。 

＜｢A／Cマザーファンド｣＞ 

・ 運用の基本方針に従い、｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣を高位に組み入れ、実質的にエマージング市場の株式、

債券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。 

・ 当(作成)期末におけるマザーファンドの純資産総額に対する｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣の割合は99.9％、｢日本

短期債券ファンド｣の割合は0.0％となりました。 

 

以下は、｢Bコース｣、｢Dコース｣が主要投資対象とするマザーファンドの説明です。 

＜｢B／Dマザーファンド｣＞ 

・ 運用の基本方針に従い、｢ETOP(クラスCdm)｣を高位に組み入れ、実質的にエマージング市場の株式、債券等

へ投資を行ない、リスク低減を図りながら、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行ないました。 

・ 当(作成)期末におけるマザーファンドの純資産総額に対する｢ETOP(クラスCdm)｣の割合は99.9％、｢日本短期

債券ファンド｣の割合は0.1％となりました。 

 

以下は、各マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説明です。 

＜｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣、｢ETOP(クラスCdm)｣＞ 

・ エマージング市場の株式、債券等に投資を行ない、リスク低減を図りながら、信託財産の中長期的な成長を目

指して運用を行ないました。運用にあたっては、綿密なファンダメンタルズ調査に基づき、幅広いエマージング

株式、債券等のなかから厳選した銘柄に投資し、ときには機動的に配分を変更しながら、銘柄の入れ替えを行

ないました。 

なお、｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣は、実質的な通貨配分にかかわらず、原則として純資産総額とほぼ同額程度

の米ドル売り円買いの為替取引を行ないました。 

 

｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣、｢ETOP(クラスCdm)｣の資産別、通貨別、国・地域別構成比率等につきましては、後

記の組入上位ファンドにおける主要な投資先ファンドの概要をご覧ください。 

 

＜｢日本短期債券ファンド｣＞ 

・ 日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品を組み入れ、信託財産の安定的な成長を目

指して運用を行ないました。 

 

●当該投資信託のベンチマークとの差異 

＜｢Aコース｣、｢Bコース｣、｢Cコース｣、｢Dコース｣＞ 

ファンドは、マザーファンドを通じて、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを

表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。従って、ベンチマークおよび参考

指数を表示できません。 
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●分配金 

＜｢Aコース｣＞ 

中長期的な投資信託財産の成長を追求する観点から、分配金は見送りとさせていただきました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

分配原資の内訳 
 (単位：円・％、１万口当たり・税引前) 

項目 

第21期 

2023年６月21日 
～ 

2023年12月20日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) (－％) 

 
当期の収益 － 

当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 2,956 

(注１) 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
(注２) 対基準価額比率は当期分配金(税引前)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

 

＜｢Bコース｣＞ 

中長期的な投資信託財産の成長を追求する観点から、分配金は見送りとさせていただきました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

分配原資の内訳 
 (単位：円・％、１万口当たり・税引前) 

項目 

第21期 

2023年６月21日 
～ 

2023年12月20日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) (－％) 

 
当期の収益 － 

当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 6,045 

(注１) 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
(注２) 対基準価額比率は当期分配金(税引前)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
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＜｢Cコース｣＞ 

分配金(１万口当たり、税引前)は、各期10円とさせていただきました。 

これは、分配方針に基づき、基準価額水準等を勘案して決定したものです。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

分配原資の内訳 
 (単位：円・％、１万口当たり・税引前) 

項目 

第118期 第119期 第120期 第121期 第122期 第123期 

2023年６月21日 
～ 

2023年７月20日 

2023年７月21日 
～ 

2023年８月21日 

2023年８月22日 
～ 

2023年９月20日 

2023年９月21日 
～ 

2023年10月20日 

2023年10月21日 
～ 

2023年11月20日 

2023年11月21日 
～ 

2023年12月20日 

当期分配金 10 10 10 10 10 10 

(対基準価額比率) (0.128％) (0.132％) (0.133％) (0.139％) (0.134％) (0.130％) 

 
当期の収益 10 10 10 10 10 10 

当期の収益以外 － － － － － － 

翌期繰越分配対象額 1,675 1,695 1,705 1,717 1,743 1,763 

(注１) 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
(注２) 対基準価額比率は当期分配金(税引前)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

 

＜｢Dコース｣＞ 

分配金(１万口当たり、税引前)は、第118期をのぞいてそれぞれ20円とさせていただきました。第118期は10円と

させていただきました。 

これは、分配方針に基づき、基準価額水準等を勘案して決定したものです。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

分配原資の内訳 
 (単位：円・％、１万口当たり・税引前) 

項目 

第118期 第119期 第120期 第121期 第122期 第123期 

2023年６月21日 
～ 

2023年７月20日 

2023年７月21日 
～ 

2023年８月21日 

2023年８月22日 
～ 

2023年９月20日 

2023年９月21日 
～ 

2023年10月20日 

2023年10月21日 
～ 

2023年11月20日 

2023年11月21日 
～ 

2023年12月20日 

当期分配金 10 20 20 20 20 20 

(対基準価額比率) (0.095％) (0.188％) (0.185％) (0.190％) (0.182％) (0.184％) 

 
当期の収益 10 20 20 20 20 20 

当期の収益以外 － － － － － － 

翌期繰越分配対象額 1,278 1,309 1,328 1,339 1,417 1,428 

(注１) 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
(注２) 対基準価額比率は当期分配金(税引前)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
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今後の運用方針 
＜｢Aコース｣、｢Cコース｣＞ 

｢A／Cマザーファンド｣の組入比率を高位に維持することにより、同マザーファンドを通じて実質的にエマージン

グ市場の株式、債券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら運用することを継続する方針です。 

 

＜｢Bコース｣、｢Dコース｣＞ 

｢B／Dマザーファンド｣の組入比率を高位に維持することにより、同マザーファンドを通じて実質的にエマージン

グ市場の株式、債券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら運用することを継続する方針です。 

 

以下は、｢Aコース｣、｢Cコース｣が主要投資対象とするマザーファンドの説明です。 

＜｢A／Cマザーファンド｣＞ 

｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣の組入比率を高位に維持することにより、同ファンドを通じて実質的にエマージング

市場の株式、債券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら運用することを継続するとともに、余裕資金の効率

的な運用のため、｢日本短期債券ファンド｣についても組み入れを維持する方針です。 

 

以下は、｢Bコース｣、｢Dコース｣が主要投資対象とするマザーファンドの説明です。 

＜｢B／Dマザーファンド｣＞ 

｢ETOP(クラスCdm)｣の組入比率を高位に維持することにより、同ファンドを通じて実質的にエマージング市場の

株式、債券等へ投資を行ない、リスク低減を図りながら運用することを継続するとともに、余裕資金の効率的な運

用のため、｢日本短期債券ファンド｣についても組み入れを維持する方針です。 

 

以下は、各マザーファンドが投資する投資対象ファンドの説明です。 

＜｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣、｢ETOP(クラスCdm)｣＞ 

今後も、ファンダメンタルズ調査に基づいて、幅広いエマージング株式、債券等のなかから銘柄を厳選し、投資

環境に応じて機動的に配分を変更していく方針です。エマージング市場の成長機会に幅広くかつ効率的に投資し、

リスク調整後リターンの 大化を目指します。 

なお、｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣は、実質的な通貨配分にかかわらず、原則として純資産総額とほぼ同額程度

の米ドル売り円買いの為替取引を行ない、｢ETOP(クラスCdm)｣は、原則として対円での為替ヘッジを目的とした為

替取引を行ないません。 

 

＜｢日本短期債券ファンド｣＞ 

日本短期債券マザーファンドの組入比率を高位に維持することにより、同マザーファンドを通じてわが国の公社

債・金融商品に投資し、信託財産の安定的な成長を目指して安定運用を行ないます。また、NOMURA-BPI短期イ

ンデックスをベンチマークとし、これを上回る投資成果を目指します。 
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お知らせ 
＜｢Aコース｣、｢Bコース｣、｢Cコース｣、｢Dコース｣＞ 

該当事項はありません。 
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当該投資信託の概要 
商品分類 追加型投信／海外／資産複合 

信託期間 原則として無期限 

運用方針 

｢Aコース｣ 

｢Cコース｣ 

｢A／Cマザーファンド｣受益証券への投資を通じて、エマージング市場の株式、債券等を
主な投資対象とする投資信託証券、ならびにわが国の公社債・金融商品を主な投資対
象とする投資信託証券に投資を行ない、リスク低減を図りつつ、信託財産の中長期的な
成長を目指します。 

｢Bコース｣ 

｢Dコース｣ 

｢B／Dマザーファンド｣受益証券への投資を通じて、エマージング市場の株式、債券等を
主な投資対象とする投資信託証券、ならびにわが国の公社債・金融商品を主な投資対
象とする投資信託証券に投資を行ない、リスク低減を図りつつ、信託財産の中長期的な
成長を目指します。 

主要投資対象 

｢Aコース｣ 
｢Cコース｣ 

｢A／Cマザーファンド｣を主要投資対象とします。 

｢Bコース｣ 
｢Dコース｣ 

｢B／Dマザーファンド｣を主要投資対象とします。 

｢A／Cマザーファンド｣ 

｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣エマージング市場の株式、債券等を主な投資対象とする投資
信託証券です。 
｢日本短期債券ファンド｣わが国の公社債・金融商品を主な投資対象とする投資信託証券
です。 
投資割合は｢ETOP(クラスCdmh-JPY)｣を高位維持することを基本とします。 

｢B／Dマザーファンド｣ 

｢ETOP(クラスCdm)｣エマージング市場の株式、債券等を主な投資対象とする投資信託証
券です。 
｢日本短期債券ファンド｣わが国の公社債・金融商品を主な投資対象とする投資信託証券
です。 
投資割合は｢ETOP(クラスCdm)｣を高位維持することを基本とします。 

ベビーファンド
の運用方法 

｢Aコース｣ 

｢Cコース｣ 

｢A／Cマザーファンド｣への投資割合には、制限を設けません。株式への直接投資は、行
ないません。外貨建資産への直接投資は、行ないません。投資信託証券への実質投資
割合(マザーファンド受益証券への投資を介した投資の割合をいいます。)には、制限を設
けません。デリバティブの直接利用は、行ないません。 

｢Bコース｣ 

｢Dコース｣ 

｢B／Dマザーファンド｣への投資割合には、制限を設けません。株式への直接投資は、行
ないません。外貨建資産への直接投資は、行ないません。投資信託証券への実質投資
割合(マザーファンド受益証券への投資を介した投資の割合をいいます。)には、制限を設
けません。デリバティブの直接利用は、行ないません。 

分配方針 

｢Aコース｣｢Bコース｣は、第１期は分配を行なわず第２期決算時より、｢Cコース｣｢Dコース｣
は、第１期から第３期まで分配を行なわず第４期決算時より分配方針に基づき分配を行な
います。 
分配対象額の範囲は、諸経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買益(評価益
を含みます。)等の全額とします。 
収益分配金額は分配対象額の範囲で、委託会社が基準価額水準等を勘案して決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合等は、収益分配を行なわないことがあります。 
｢Cコース｣｢Dコース｣ 
６月および12月の決算時に、上記分配相当額に委託会社が決定する額を付加して分配す
る場合があります。留保益の運用については、特に制限を設けず、委託会社の判断に基
づき、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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(参考情報) 

代表的な資産クラスとの騰落率の比較 
｢Aコース｣ 

 
｢Bコース｣ 

 
＊ 2018年12月～2023年11月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の 大・ 小・平均を、当ファンドおよび他の代表的な資産クラ

スについて表示し、当ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したものです。 
＊ 全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。 
＊ 上記の騰落率は直近月末から60ヶ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。 
＊ 各資産クラスの指数 
 日本株 ・・・TOPIX(配当込み) 
 先進国株・・・MSCIコクサイ・インデックス(税引前配当再投資／円ベース) 
 新興国株・・・MSCIエマージング・マーケッツ・インデックス(税引前配当再投資／円ベース) 
 日本国債・・・NOMURA-BPI国債 
 先進国債・・・FTSE世界国債インデックス(除く日本／円ベース) 
 新興国債・・・JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド(円ベース) 
・海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。 
・詳細は 終ページの｢指数に関して｣をご参照下さい。   
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｢Cコース｣ 

 
｢Dコース｣ 

 
＊ 2018年12月～2023年11月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の 大・ 小・平均を、当ファンドおよび他の代表的な資産クラ

スについて表示し、当ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したものです。 
＊ 全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。 
＊ 上記の騰落率は直近月末から60ヶ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。 
＊ 各資産クラスの指数 
 日本株 ・・・TOPIX(配当込み) 
 先進国株・・・MSCIコクサイ・インデックス(税引前配当再投資／円ベース) 
 新興国株・・・MSCIエマージング・マーケッツ・インデックス(税引前配当再投資／円ベース) 
 日本国債・・・NOMURA-BPI国債 
 先進国債・・・FTSE世界国債インデックス(除く日本／円ベース) 
 新興国債・・・JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド(円ベース) 
・海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。 
・詳細は 終ページの｢指数に関して｣をご参照下さい。 

  

△25.8
△16.0 △12.4

△19.4

△5.5 △6.1 △8.8

33.5
42.1

59.8 62.7

5.4 8.0

21.5

△0.8

7.6
15.4

6.6

△0.6

3.3 4.3

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

80

100

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

(％)

大値

小値

平均値

(2018年12月～2023年11月)

△14.6 △16.0 △12.4
△19.4

△5.5 △6.1 △8.8

37.7 42.1

59.8 62.7

5.4 8.0

21.5

6.0 7.6
15.4

6.6

△0.6

3.3 4.3

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

80

100

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

(％)

大値

小値

平均値

(2018年12月～2023年11月)



 
 

Filename： 02_【交付】w16_エマスト_2312（本文） 

LastSave:1/15/2024 10:06:00 AM LastPrint：1/15/2024 10:07:00 AM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ ：上下48.52 左右13.99) 

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

－ 21 － 

当該投資信託のデータ 
当該投資信託の組入資産の内容(2023年12月20日現在) 
●組入ファンド 
 
｢Aコース｣ ＜組入銘柄数：１銘柄＞ 

ファンド名 組入比率 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・ 

マザーファンド(米ドル売り円買い) 
99.1％ 

(注) 比率は、ファンドの純資産総額に対する割合
です。 

 

資産別配分 国別配分 通貨別配分 

     
｢Bコース｣ ＜組入銘柄数：１銘柄＞ 

ファンド名 組入比率 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・ 

マザーファンド(為替ヘッジなし) 
99.9％ 

(注) 比率は、ファンドの純資産総額に対する割合
です。 

 

  
｢Cコース｣ ＜組入銘柄数：１銘柄＞ 

ファンド名 組入比率 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・ 

マザーファンド(米ドル売り円買い) 
99.8 

(注) 比率は、ファンドの純資産総額に対する割合
です。 

 

     
｢Dコース｣ ＜組入銘柄数：１銘柄＞ 

ファンド名 組入比率 

キャピタル・エマージング・ストラテジー・ 

マザーファンド(為替ヘッジなし) 
100.0％ 

(注) 比率は、ファンドの純資産総額に対する割合
です。 

 

   
(注１) 資産別配分の比率は、ファンドの純資産総額に対する割合です。その他は、負債

控除後のコール・ローン、金銭信託や未収金等を表します。なお、未払金の発生に
より、数値がマイナスになる場合があります。 

(注２) 国別配分および通貨別配分の比率は、ファンドの組入有価証券評価額に対する割
合です。国名は、原則として組入有価証券の発行国を表示しており、通貨名は、原
則として組入有価証券の通貨建てを表示しています。    

その他
0.9％

マザーファンド受益証券
99.1％

日本
100.0％

日本円
100.0％

その他
0.1％

マザーファンド受益証券
99.9％

日本
100.0％

日本円
100.0％

その他
0.2％

マザーファンド受益証券
99.8％

日本
100.0％

日本円
100.0％

その他
0.0％

マザーファンド受益証券
100.0％

日本
100.0％

日本円
100.0％
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●純資産等 

｢Aコース｣ 

項目 
第21期末 

2023年12月20日 

純資産総額 300,467,520円 

受益権総口数 338,858,016口 

１万口当たり基準価額 8,867円 

(注) 当期中における追加設定元本額は43,690,427円、同解約元本額
は3,246,349円です。 

 

｢Bコース｣ 

項目 
第21期末 

2023年12月20日 

純資産総額 1,140,760,385円 

受益権総口数 724,845,591口 

１万口当たり基準価額 15,738円 

(注) 当期中における追加設定元本額は39,048,000円、同解約元本額
は26,466,695円です。 

 

｢Cコース｣ 

項目 
第118期末 第119期末 第120期末 第121期末 第122期末 第123期末 

2023年７月20日 2023年８月21日 2023年９月20日 2023年10月20日 2023年11月20日 2023年12月20日 

純資産総額 11,131,863円 10,867,841円 10,954,364円 10,631,864円 11,159,056円 11,502,445円 

受益権総口数 14,213,649口 14,379,262口 14,576,106口 14,755,384口 14,918,608口 15,006,349口 

１万口当たり基準価額 7,832円 7,558円 7,515円 7,205円 7,480円 7,665円 

(注) 当作成期間(第118期～第123期)中における追加設定元本額は1,222,695円、同解約元本額は176,186円です。 

 

｢Dコース｣ 

項目 
第118期末 第119期末 第120期末 第121期末 第122期末 第123期末 

2023年７月20日 2023年８月21日 2023年９月20日 2023年10月20日 2023年11月20日 2023年12月20日 

純資産総額 285,979,509円 273,139,561円 276,988,396円 268,416,069円 276,597,321円 270,915,445円 

受益権総口数 272,207,179口 257,711,723口 257,072,405口 255,738,352口 252,778,586口 250,169,037口 

１万口当たり基準価額 10,506円 10,599円 10,775円 10,496円 10,942円 10,829円 

(注) 当作成期間(第118期～第123期)中における追加設定元本額は2,425,606円、同解約元本額は24,494,576円です。 
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組入上位ファンドの概要(2023年６月20日現在) 
キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(米ドル売り円買い) 

●基準価額の推移 

 

●組入上位10銘柄 ＜組入銘柄数：２銘柄＞ 

銘柄名 通貨 比率 

キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・ 

トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY) 
日本円 99.9％ 

日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) 日本円 0.0％ 

(注) 比率は、マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

 

 

●１万口当たり費用明細 

項目 

第10期 

項目の概要 (2022年６月21日～2023年６月20日) 

金額 比率 

(ａ) その他費用 0円 0.000％ (ａ) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権口数〕 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 0 0.000  

(注１) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注２) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額（期中の平均基準価額は10,124円です）

で除して100を乗じたものです。 

 

 
資産別配分 国別配分 通貨別配分 

   
(注１) 資産別配分の比率は、マザーファンドの純資産総額に対する割合です。その他は、負債控除後のコール・ローン、金銭信託や未収金等

を表します。なお、未払金の発生により、数値がマイナスになる場合があります。 
(注２) 国別配分および通貨別配分の比率は、マザーファンドの組入有価証券評価額に対する割合です。国名は、原則として組入有価証券の

発行国を表示しており、通貨名は、原則として組入有価証券の通貨建てを表示しています。 
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キャピタル・エマージング・ストラテジー・マザーファンド(為替ヘッジなし) 

●基準価額の推移 

 

●組入上位10銘柄 ＜組入銘柄数：２銘柄＞ 

銘柄名 通貨 比率 

キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・ 

トータル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdm） 
日本円 99.9％ 

日本短期債券ファンド(適格機関投資家限定) 日本円 0.1％ 

(注) 比率は、マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

 

 

●１万口当たり費用明細 

項目 

第10期 

項目の概要 (2022年６月21日～2023年６月20日) 

金額 比率 

(ａ) その他費用 0円 0.000％ (ａ) その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均受益権口数〕 

(その他) (0) (0.000) 金銭信託預入に係る手数料等 

合計 0 0.000  

(注１) 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注２) 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額（期中の平均基準価額は16,038円です）

で除して100を乗じたものです。 

 

 
資産別配分 国別配分 通貨別配分 

   
(注１) 資産別配分の比率は、マザーファンドの純資産総額に対する割合です。その他は、負債控除後のコール・ローン、金銭信託や未収金等

を表します。なお、未払金の発生により、数値がマイナスになる場合があります。 
(注２) 国別配分および通貨別配分の比率は、マザーファンドの組入有価証券評価額に対する割合です。国名は、原則として組入有価証券の

発行国を表示しており、通貨名は、原則として組入有価証券の通貨建てを表示しています。 
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組入上位ファンドにおける主要な投資先ファンドの概要(2022年12月31日現在) 
●基準価額等の推移 

 

 

 

 

 

  
＊分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。 

 
以下は、各ファンドが実質的に投資する外国投資信託(キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータ

ル・オポチュニティーズ(LUX)(クラスCdmh-JPY)／(クラスCdm))の内容です。 

●１万口当たり費用明細 
キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・トータル・オポチュニティーズのアニュアルレポート(監査済み)

には、１万口当たり費用明細が開示されていないため、記載できません。 
 

●組入上位10銘柄 ＜組入銘柄数：356銘柄＞ 
 銘柄名 国名 通貨 比率 

１ US TREASURY NOTE 1.5% 02-29-24 米国 米ドル 2.47％ 

２ GALP ENERGIA SGPS SA B ポルトガル ユーロ 1.65％ 

３ AIA GROUP LTD 香港 香港ドル 1.61％ 

４ BRAZIL NTNB BRL 10.0% 01-01-31 ブラジル ブラジル・レアル 1.57％ 

５ TENCENT HOLDINGS LTD 中国 香港ドル 1.31％ 

６ PETROLEOS MEXICANOS SR UNSEC 6.875% 10-16-25 メキシコ 米ドル 1.30％ 

７ CENTRAL BANK OF TUNISIA EUR REG S SR UNSEC 6.75% 10-31-23 チュニジア ユーロ 1.29％ 

８ BRITISH AMERICAN TOBACCO PLC 英国 英ポンド 1.23％ 

９ BONOS MEXICAN MXN 7.5% 06-03-27 メキシコ メキシコ・ペソ 1.23％ 

10 BONOS MEXICAN MXN 10.0% 12-05-24 メキシコ メキシコ・ペソ 1.12％ 
 

資産別配分 国別配分 通貨別配分 

   
＊比率は外国投資信託の純資産総額に対する評価額の割合です。 

 
全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書(全体版)に記載されています。   

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300
（円）

2021.12.31 2022.12.31

基準価額
分配金再投資基準価額

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300
（円）

2021.12.31 2022.12.31

基準価額
分配金再投資基準価額

現地通貨建て国債
12.3％

インフレ連動債
2.6％

現金等
12.8％

株式
36.4％

先進国通貨建て国債
25.7％

社債
10.2％

その他債券
－

インド
3.8％

その他国
43.7％

現金等
12.8％

米国
4.9％

中国
6.2％

メキシコ
7.8％

コロンビア
2.8％

香港
3.4％

ブラジル
5.7％

南アフリカ
3.2％

フランス
2.8％

インドネシア
3.0％

ユーロ
13.8％

その他通貨
23.7％

米ドル
32.9％

現金等
12.8％

香港ドル
6.7％

メキシコ・ペソ
4.9％

ブラジル・レアル
5.1％

キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・

トータル・オポチュニティーズ(LUX) 

(クラスCdm） 

キャピタル・グループ・エマージング・マーケッツ・

トータル・オポチュニティーズ(LUX) 

(クラス Cdmh-JPY) 



 
 

Filename： 02_【交付】w16_エマスト_2312（本文） 

LastSave:1/15/2024 10:06:00 AM LastPrint：1/15/2024 10:07:00 AM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ ：上下48.52 左右13.99) 

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

－ 26 － 

指数に関して 
 
｢代表的な資産クラスとの騰落率の比較｣に用いた指数について 

 

｢日本株｣の資産クラスはTOPIX(配当込み)を表示しております。 

TOPIX(東証株価指数)は、株式会社JPX総研または株式会社JPX総研の関連会社(以下｢JPX｣)の知的財産で

あり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利はJPXが有しています。 

なお、ファンドは、JPXにより提供、保証または販売されるものではなく、JPXは、ファンドの発行または売買に起

因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。 

 

｢先進国株｣の資産クラスはMSCIコクサイ・インデックス(税引前配当再投資／円ベース)を表示しております。 

MSCIコクサイ・インデックスは、MSCI Inc.が公表しているインデックスで、当指数に関する著作権、知的所有権

その他一切の権利はMSCI Inc.に属しており、また、MSCI Inc.は同指数の内容を変更する権利および公表を停

止する権利を有しています。 

 

｢新興国株｣の資産クラスはMSCIエマージング・マーケッツ・インデックス(税引前配当再投資／円ベース)を表示

しております。 

MSCIエマージング・マーケッツ・インデックスは、MSCI Inc.が公表しているインデックスで、当指数に関する著作

権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.に属しており、また、MSCI Inc.は同指数の内容を変更する権利

および公表を停止する権利を有しています。 

 

｢日本国債｣の資産クラスはNOMURA-BPI国債を表示しております。 

NOMURA-BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表している指数で、

その知的財産権は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。なお、野村フィ

デューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、対象インデックスを用いて行なわれる事業活動・

サービスに関し一切責任を負いません。 

 

「先進国債」の資産クラスはFTSE世界国債インデックス（除く日本／円ベース）を表示しております。 

FTSE世界国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同指数は

FTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有してい

ます。 

 

｢新興国債｣の資産クラスはJPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド(円ベース)を表示しております。 

JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイドは、J.P.モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーが発表し

ており、著作権はJ.P.モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーに帰属しています。 
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